
平成 27年度 第３回運営委員会議事録 

 

■ 日  時  ： 平成 27年７月 13日（火） 18：00～20：00 

■ 場  所  ： サプリ村野 環境保全研修室 

■ 出席者  ： 伊丹、井上、末岡、竹島、田中靖、丸井、大倉（枚方市） 

■ 欠席者  ： 進藤、田中晃、豊高、宮村 

■ 議  長  ： 竹島    ■議事録作成 ： 事務局 

■ 配布資料 ： 

・ 平成 27年度 温暖化対策事業推進チーム 第 3回ミーティング議事録 

・ 平成 27年度 第 3回まちづくり部会議事録 

・ 平成 27年度 第 3回自然エネルギー部会報告  

・ 平成 27年度 第 4回環境教育サポート部会議事録 

・ 第１９回バスのってスタンプラリー報告書 

・ 第２０回バスのってスタンプラリー企画書 

・ 「すごいぞ枚方」企画案 

 

1．報告事項 

（１）事務局報告 

  ○情報コーナー 

・水槽が入った。水辺の学校でとれた天の川の魚を入れる予定である。 

・夏休み中の当番については、土日は基本的に宮村さんが担当。 

   

  ○地球温暖化対策推進チーム報告 

    ・我が家のエコノートは順調。一年継続者が次々と持ち込まれ、グラフを作成してお渡し

している。 

・「省エネコンテスト」の応募用紙は、学校の協力を得て、約 1万 1千部配布した。 

 ＜主な意見＞ 

  ・エコノートをずっと続けている人に何か賞を与えてはどうか。例えば、マスター称号

や普及員認定など。 

   →いいアイデアなので、ぜひ取り入れたい。エコフォーラムに向けて検討する。 

 

（２）部会報告                                  

①まちづくり部会 

・「枚方市花と緑のまちづくり事業」に環境ネットワークから応募する。拠点は、二宮公園、内容

は、憩いの場としての整備と樹木の補完、花壇の整備などである。 

  ＜主な意見＞ 

  ・地元の了解は得ているのか。 

→自治会と老人会の了解を得ている。 

・9 月 27 日にウォーキングを行う。枚方市から京街道を通り牧野まで歩く。ウォーキングの

参加者は徐々にふえており、リピーターや他団体の参加も多い。 

  ・ウォーキングは、場合によっては、参加者が 1000 人になる場合もあるが対応できるのか。 

→定員を設けているので、大丈夫である。 



・近々、河川レンジャーの女性が正会員として入会する。 

・最近、他団体からウォーキングのコーディネートの相談があったが、支援事業として取り組んで

もいいか。 

  ＜主な意見＞ 

 ・他団体のウォーキングとネットワーク会議のウォーキングは主旨が異なる。当団体のウォー

キングは、歩くことが目的ではなく、枚方を知りまちづくりにつなげることが目的である。 

  →目的が異なっても、歩くことは同じで、コースの設定やガイドの手配など、相談にのれる

ことはある。 

 

②自然エネルギー部会 

・8 月 22 日に自然エネルギー学校 1 回目を行う。広報の掲載で、受講対象が「小学生以下」

となっていたが正しくは、「小学生以上」である。 

・9月には、青木先生による「小水力の可能性について」の講演会を行う。 

 

  ③環境教育サポート部会 

・議事録どおり。 

 

④公共交通部会 

・10月 17日のバススタンプラリーで、出前授業ﾁｰﾑに自転車発電体験コーナーを依頼した。 

・絵本は作成中である。 

・「すごいぞ枚方」の案を見て意見をいただきたい。 

＜主な意見＞ 

・内容とキャッチコピーがあっていないのではないか。 

 →当初の「すごいぞ枚方」の内容は、各企業などの要望を聞いた結果こうなった。今回はこの

ままいく。 

・観光ボランティア協会の「協力」はいれないのか。 

  →日置神社のスタンプ置き場待機に協力してもらえるか検討する。 

 →なるべく、そういう他団体も巻き込んだ方がいいと思う。 

 

２．協議事項                             

（１）ネットワーク会議の役割と目的について 

   発足 10年が経ち、昨年中期計画も提出した。この辺りで、「本団体の役割や目的を見直し

てはどうか」という声もあるので、ここで一度検討したい。 

＜主な意見＞ 

・第 2次環境基本計画では、「人づくり」がまずでてくるので、それを役割に入れてはどうか。 

・役割の１と４はできている。２（枚方市環境基本計画の進行状況を点検、評価し、計画の

見直しを検討する）が難しい 

  →できることだけではなく、理念としてもっていてもいいのではないか。ちょっと高い

目標をもっていないとおもしろくない。 

  →自分たちなりの評価軸をもつことは大切である。 

  →環境審議会などで意見を言うことも、２の役割にあたるのではないか。 

  →言葉が難しい。もっと平易な言葉に変更してはどうか。 

 ≪結論≫内容はそのままで、表現をわかりやすいことばに変える方向で検討する。 



   

（２）温暖化対策事業の今後の展開 

    ・ミーティングでは、情報提供と啓発活動を中心に行っていく方向で話をしている。 

     例えば、部屋のエコドライブでは、実際の感覚がつかめないので、会員のネッツトヨタ

さんなどに協力を依頼し、運動場などで体感してもらったりしてはどうか。 

     →サプリ村野でエコフォーラムを行うことになった場合、実現すると面白い。 

    ・自然エネルギー部会が中心になって、ソーラー発電や電力会社の選択の相談会などがで

きないか。 

    ≪結論≫ 引き続き検討する。 

 

 

次回運営委員会 

日 時：2015年９月９日（水） 18：00～20：00  

場 所：サプリ村野環境保全研修室 

  

 

 


